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Ⅰ はじめに 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本市子どもの権利に関する条例が施行されてから１２年が経過しました。本市では、

条例に基づき、子ども自身の育ちに関わる「子ども支援」にも力を入れて取り組んでいま

す。 

その取り組みの一つが、まつもと子ども未来委員会です。未来委員会は、学校や地域、

年代を越えて、市政や地域の課題について学び、解決に向けて意見交換をするなどの活動

を通して、自分たちが住むまちへの意識を高め、松本のまちづくりを子どもたち自らが考

える場となっています。このような取り組みは、子どもたちが自らの意見を表明し、それ

を受け止めてもらえることや、相手の意見に耳を傾け受け止められるようになることが、

自己肯定感の向上や子どもの育ちにつながると考えています。 

第１１期のまつもと子ども未来委員会は、「Ｗｅ ｌｏｖｅ 松本～楽しく過ごしやすい松

本にしよう～」というテーマのもと、①打ち水～松本の水をもっと活用するために～、②

自動運転バスの可能性、③室内公園 1 年中快適に遊びたい、④青少年の居場所についての

４つのテーマで市への提言を行いました。その提言の一つ「打ち水～松本の水をもっと活

用するために～」により、市立博物館に「湧き水・井戸水」の常設展ができました。自分

たちの思いを伝えることができ、聞いて受け止めてくれる大人がいることは、本当に素晴

らしいことです。 

今期も大学生にサポーターとして参加していただき、子どもの意見表明が活発となり、

未来委員会の活動が充実しました。サポーターの皆さん、ありがとうございました。 

子どもの権利に関する取り組みは、なかなか他の自治体に広がっていないのが現状です。

未来委員会のように子どもたちが力を発揮して成長する場が広がり、その場で活躍する子

どもたちの力に大人が気付くことで、子どもの権利に関する取り組みが県内外にさらに広

がっていくことを期待しています。

○ 松本市子どもの権利に関する条例 前文（一部抜粋） 

 

わたしたちは、「すべての子どもにやさしいまち」をめざします。 

１ どの子もいのちと健康が守られ、本来もっている生きる力を高めながら、社会の一員と

して成長できるまち 

２ どの子も愛され、大切に育まれ、認められ、家庭や学校、地域などで安心して生きるこ

とができるまち 

３ どの子も松本の豊かな美しい自然と文化のなかで、のびのびと育つまち 

４ どの子も地域のつながりのなかで、遊び、学び、活動することができるまち 

５ どの子も自由に学び、そのための情報が得られ、支援が受けられ、自分の考えや意見を

表現でき、尊重されるまち 

６ どの子もいろいろなことに挑戦し、たとえ失敗しても再挑戦できるまち 



Ⅱ 第１１期まつもと子ども未来委員会実施要項 

 

１ 趣旨 

子どもの意見表明や参加の促進を図り、子どもにやさしいまちづくりを一層進める 

ため、まつもと子ども未来委員会を開催するもの 

 

２ 内容 

子どもたちが、学校、地域、年代を越えて、市政や地域の課題について学び、解決 

に向けて意見交換をするなど、活動をとおして自分たちが住むまちへの意識を高め、 

松本のまちづくりを子どもたち自らが考える。 

 

３ 対象 

松本市内在住、在学または市内で活動をしている小学５年生から高校３年生までの 

子ども（就労者、予備校生等を含む） 

 

４ 活動期間 

   令和７年４月～令和８年３月 

 

５ 主な事業 

⑴ 委員会 

⑵ 施設見学 

⑶ 市への提言 

⑷ 委員の興味・関心のある事業への参加、実施 

 

６ 参加者募集方法 

⑴ 市内の小、中、高校へ募集チラシを配布 

⑵ 市公式ホームページ、ＳＮＳ、広報まつもと３月号に掲載 

 

７ 参加者募集期限 

４月５日（日）まで 

   

８ その他 

⑴ 市内の大学、短期大学の学生を対象にサポーターを募集 

⑵ 委員が自発的に活動できるよう、高校生の委員及びサポーターによる運営会を必 

要に応じて開催し、委員会の方向性等について協議 

 

 

 



Ⅲ 第１１期まつもと子ども未来委員会委員 

 

１ 総数  ３３人 

 

２ 内訳 

 

学年 学校 （人数） 

小学生 

1２人 

５年生 

６人 

芳川小学校（１）、二子小学校（２）、源池小学校（１） 

信大附属松本小学校（１）、インターナショナルオブ長野小学校（１） 

６年生 

６人 

芳川小学校（１）、鎌田小学校（２）、寿小学校（１）、並柳小学校（１） 

筑摩小学校（１） 

中学生 

1０人 

１年生 

２人 

清水中学校（1）、 

サミットアカデミーセカンダリースクール長野中学校（１） 

２年生 

５人 

鉢盛中学校（1）、筑摩野中学校（１）、鎌田中学校（1）、 

信大附属松本中学校（１）、山辺中学校（1）、 

３年生 

３人 
清水中学校（１）、菅野中学校（１）、丸の内中学校（１） 

高校生 

１１人 

１年生 

４人 
松本美須々ヶ丘高校（２）、松本深志高校（２）、 

2年生 

４人 

松本美須々ヶ丘高校（1）、松本県ヶ丘高校（１）、 

松本深志高校（１）、松商学園高校（１） 

３年生 

３人 
松本美須々ヶ丘高校（１）松本国際高校（1）、エクセラン高校（１） 

 

３ 名簿                                  （５０音順、◎委員長 ○副委員長） 

属性 氏 名 

小学生 

市川 楓、桑折 慶佑、小林 右京、佐竹 すみれ、杉山 ひまり、 

武田 紘斗、西山 碧、橋本 莉央、林 なるみ、藤岡 由里香、 

森本 愛莉、山口 蒼汰郎 

中学生 
荒井 結人、岩垂 修也、刈谷 初花、黒崎 遥、塩尻 恵子、 

野澤 伊織、平形 藤子、藤﨑 晋一郎、堀 大希、山田 明文 

高校生 
伊藤 琉珂、大沢 朱夏、沖本 悠真、鈴木 咲歩、関 瑛介、高山 正太、 

藤岡 絢香、藤岡 香月、藤木 優馬、藤﨑 悠理、横川 詩、 



Ⅳ 委員会開催状況 

 

回 日  時 場  所 内  容 

１ 
４月２０日（日） 

13:30～15:30 

あがたの森文化会館 

２－８会議室 

・オリエンテーション 

・正副委員長の選出 

２ 
５月１8日（日） 

13:30～15:30 

あがたの森文化会館 

２－８会議室 

・第 11期委員会スローガンの決定 

・活動内容の検討、お楽しみ（知域王） 

３ 
６月 8 日（日） 

13:30～15:30 

あがたの森文化会館 

２－８会議室 

・活動テーマ、グループの決定 

・グループ分け 

４ 
６月２９日（日） 

13:30～15:30 

あがたの森文化会館 

２－８会議室 
・活動テーマに関する学習、話し合い 

５ 
７月１３日（日） 

13:30～15:30 

あがたの森文化会館 

２－８会議室 
・活動テーマに関する学習、話し合い 

 ８月 １日（金） 上高地・風穴の里 ・市内見学（テーマに準じて） 

６ 
８月２４日（日） 

13:30～15:30 

あがたの森文化会館 

４・５会議室 

・市内見学の振り返り 

・活動テーマに関する学習、話し合い 

７ 
９月 ７日（日） 

13:30～15:30 

あがたの森文化会館 

講堂 

・活動テーマに関する学習、話し合い 

・市への提言資料の作成 

８ 
９月２８日（日） 

13:30～15:30 

あがたの森文化会館 

４・５会議室 
・市への提言資料の作成 

９ 
１０月１９日（日） 

13:30～15:30 

第三地区公民館 

会議室 
・市への提言資料の作成 

10 
１１月 ９日（日） 

13:30～15:30 

あがたの森文化会館 

講堂 
・市への提言のリハーサル 

 
１１月１６日（日） 

10：00～16：30 

M ウイング 

６階ホール 
「松本子どもの権利の日」市民フォーラム 

11 
１２月１４日（日） 

13:30～15:30 

あがたの森文化会館 

２－８会議室 

・市への提言の振り返り 

・今後の活動について 

1２ 
２月１５日（日） 

13:30～15:30 

あがたの森文化会館 

講堂 

・次期委員会について、振り返り、まとめ 

・修了式計画 

1３ 
３月 ８日（日） 

13:30～15:30 

あがたの森文化会館 

２－８会議室 
・修了式。お楽しみ 



 (第１１期) 第１回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

４月２０日（日）に、あがたの森文化会館で第１回まつもと子ども未来委員会を開催
かいさい

しました。 

今年度は、小学生１５人、中学生１０人、高校生１１人の計３６人が未来委員会に応募
お う ぼ

してくれました。 

当日は３３人の委員が出席し、また、大学生サポーター３人も参加してくれました。 

 

１ 自己紹介 

家で記入してきてもらった自己紹介シートを参考に

しながら、一人ずつ、名前・学校・学年・好きな場所・

好きな教科を言い、自己紹介をしました。 

初めての参加で緊張
きんちょう

している様子も見られました

が、元気いっぱいの声で発表してくれる子も多く、友だちに興味
きょうみ

を持ってしっかり聞いていました。 

これからの１年間、楽しく活動していきましょう。よろしくお願いします！ 

 

２ まつもと子ども未来委員会について、子どもの権利について 

昨年度、まつもと子ども未来委員会が市へ提言
ていげん

した内容を、第 10 期から継続
けいぞく

している委員のみん

なに発表してもらいました。突然
とつぜん

のお願いで戸惑
と ま ど

っている委員もいましたが、堂々
どうどう

と発表してくれま

した。発表を見たことで、これからの活動のイメージを持つ事ができたと思います。 

事務局からは、未来委員会の目的や内容、取組みなどについて説明しました。また、子どもの権利

についても説明しました。「ワニブタ絵本ガイドブック」には分かりやすく書かれています。今後、少

しずつ理解を深めていきましょう。 

 

３ 正副委員長の選出 

委員長 1人、副委員長中高生２名、小学生２名をそれぞれ話し合って決めました。 

委員長   沖本
おきもと

 悠
ゆう

真
ま

 さん  

副委員長  藤岡
ふじおか

 絢
あや

香
か

 さん  

山田
や ま だ

 明文
あきふみ

 さん 

          藤岡
ふじおか

 友
ゆ

里香
り か

さん 

森本
もりもと

 愛莉
あ い り

 さん  

 

４ スローガンについて 

  「どんな松本市にしたいか」を具体的
ぐたいてき

に考えてみました。少人数に分かれて、過去 

 のスローガンを振
ふ

り返ったり、それぞれが持っているイメージを話しながら考えま 

した。スローガンについては、次回決めることになっています。 

次回から、正副委員長が司会進行をします。みんなで協力して楽しい委員会にしていきましょう。 

Ⅴ 委員会活動 



 (第１１期) 第２回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

 

５月１８日（日）にあがたの森文化会館 ２－８会議室で第２回まつもと子ども未来委員

会を行いました。この日は委員３１人、大学生サポーター５人が出席しました。 

 

１ 大学生サポーター 

市内の大学、短期大学へ未来委員会のサポーターの選出
せんしゅつ

をお願いしたところ、松本大学

から２人、信州大学から学生６人の紹介があり、

この日は５人のサポーターが出席してくれまし

た。 

今年度のサポーターは全員県外の出身です。松

本市を考えるときに、松本市外の様子を知ること

は大切です。サポーターさんとたくさんお話しを

しましょう！ 

１年間お世話になります。よろしくお願いします。 

 

２ ８月の市内見学について 

  松本の施設マップから、「市内見学で行ってみたい施設をみんなに紹介しよう」というこ

とで、発表してもらいました。「馬場家
ば ば け

住宅」「旧開
きゅうかい

智
ち

学校」「考古
こ う こ

博物館
はくぶつかん

」「上高地」「美

ヶ原」等が出てきました。 

また、松本市の自然の宝を実際に感じたい、という話も出てきました。雄大
ゆうだい

な自然を見

に行きたい。松本市について、学んで、知って、自然を大切にしていくことも考えていき

たい。これから調整
ちょうせい

をしていきたいと思います。  

 

３ 第１１期委員会のスローガンについて 

  今期の委員会のスローガンをみんなで話し合いました。第１回の委員会の最後に書いた

紙「どんな松本市にしたいか」を見ながら、それぞれの年齢の子がいるグループで話をし

ました。 

 高校生がまとめ役になり、グループで１つ

スローガンを決めました。各グループで決め

たスローガンをホワイトボードに書いてもら

い、決めた思いをグループごと発表してもら

いました。 



第１１期のスローガンは、 

「Ｗｅ ｌｏｖｅ 松本～楽しく過ごしやすい松本にしよう～」 

になりました。 

 今までのスローガンとは少し違
ちが

う、サブタイトルを入れたスローガンになりました。み

んな松本市のことを考え、少しでも楽しくできる未来委員会にしていく気持ちが込められ

ています。年齢に関係なく話し合える、自分たちの住んでいる松本市のいいところをみん

なで学び、考えていこうという気持ちが込
こ

められています。 

 

４ 松本市について学ぼう 

  松本市について学ぼうということで、「ゼロカーボン」について、「人口
じんこう

定常化
ていじょうか

」につい   

て、資料を見ながら話を聞きました。 

  「ゼロカーボン」は市民
し み ん

会議
か い ぎ

があります。「人口定常化」は高校生の方から学んでみた

いということで資料
しりょう

を用意しました。聞いてみたいことや、気になることを考えてみま

しょう。松本市について、もっとみんなで学んでいきたいですね。 

 

５ 「知域
ち い き

王
おう

（松本バージョン）」で遊ぼう 

  １０期の修了式後に楽しんだ「知域
ち い き

王
おう

」。委員のコミュニケーシ

ョンを深めるため、年齢ごとに分かれて遊びました。ルールの説

明を聞いた後、グループごと楽しみました。前回遊んだ人は、作

戦を立てて高得点を狙うように、カードを置いていきました。 

 このゲームは２５点以上取れるとすごいので

すが、この日の最高得点は３８点。ゲームを経

験したことがある高校３年生。「大人げないけ

ど、高得点を狙いました！」と笑顔で教えてくれました。 

 初めて遊んだ子も、「まだやりたい」「またやろうね」「楽しかった」

と口々に言っていました。 

  委員同士の緊張感も遊びを通して、少しほぐれたのではないでし

ょうか。 

 

 

 次回の委員会では、自分はこうしていきたいという思いを仲間に伝えながら、グループに

分かれて、具体的な内容について話し合いを進めていきましょう。 



 (第１１期) 第３回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

 

６月８日（日）にあがたの森文化会館 ２－８会議室で第３回まつもと子ども未来委員会

を行いました。この日は委員２２人、大学生サポーター５人が出席しました。 

 

１ 平和の３行
ぎょう

詩
し

 

  今年は戦後
せ ん ご

８０年。平和について考えてほしいという「平和の３行
ぎょう

詩
し

」を考えました。

戦
せん

後
ご

８０年ということを、子どもたちは全員知っていましたが、「戦争
せんそう

」については、よく

わからないという様子でした。「平和」について少し話をした後、近くに座った友だちと話

をしながら、３行
ぎょう

詩
し

を書きました。「平和」を思い、考えて作った３行
ぎょう

詩
し

を提出しました。 

 

２ テーマについて 

  「松本の好きな場所、自慢
じ ま ん

したいこと、その理由」「もっと○○であったらいいと思うこ

と」「もっとこうなったらいいのに」「自分たちにできることは何だろう」の４つの質問
しつもん

に

ついて、グループごとに話をしました。       

 

まずワークシートに自分の意見を書き、その後、２、

３人ずつで書いたことを話しながら付箋
ふ せ ん

を作成
さくせい

しまし

た。最初は少人数で話をしていましたが、途中からは、

流れでグループごとに話をしていました。   

友だちの意見から気づくことも多く、ほかの人の話

を聞いて、「それいいね」「やってみたいね」という声

も自然と出ていました。 イベントを企画
き か く

したいという

声も出てきたので、次回は今回出てきた意見をもとに、

提言
ていげん

するテーマについて具体的
ぐたいてき

に考えます。 



 (第１１期) 第４回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

６月２９日（日）にあがたの森文化会館でまつもと子ども未来委員会を行いました。こ

の日は２６人の委員が出席しました。また、大学生サポーター７人が参加しました。 

 

１ 市内見学（８月１日）について 

  松本市の自然と観光
かんこう

について学ぶということで、今年は上高地と風穴
ふうけつ

の里で「風穴見

学」を行います。資料
しりょう

を見ながら簡単に説明をしました。次回までに、各自
か く じ

でその資料

を読
よ

んでくるという宿題が出されました。 

次回は、資料
しりょう

に書かれていた内容をクイズ形式
けいしき

で学びます。 

   

２ しりとりゲーム 

  アイスブレイクは、グループ対抗のしりとりゲームでした。

３０秒で何人がしりとりをつなげられるか、グループごとの

対決です。強
つよ

かったのは大学生サポーターチームでした。３

回戦行いましたが、３回戦目は大学生サポーターの持ち時間を短くして対戦
たいせん

しました。

それでも大学生サポーターチームは強かったです。 

 

３ 活動内容について 

市への提言
ていげん

に向けて、今年度の活動テーマを決めました。前回出ていた話の続きを話

し合いたいという意見が出たため、第３回の話の続き

を話し合うグループと、前回は休んでいたため、やりた

いことを出し合ってテーマを決めるグループがありま

した。 

話し合いの途中経過
け い か

については、グループの中の小

学生が発表しました。みんなの前で話すことに照
て

れて

いる子もいましたが、話し終えた後には、みんなから大

きな拍手
はくしゅ

をもらっていました。 

グループ 活動内容 

湧水
わきみず

を生か

して 

「打ち水大作戦
だいさくせん

」に参加 

楽しんで打ち水をするにはどうすればいいか 

こんな公園

が欲しい 

こんなことができる公園（イベント等
など

）松本市にあるたくさんの公園を生かす 

室内型の公園 

子どもの居

場所 

みんなで楽しく遊べる場所を作ろう 

過ごしやすい学校にするにはどんな学校だといいか。意見を出し合い考える。 



 (第１１期) 第５回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

７月１３日（日）にあがたの森文化会館でまつもと子ども未来委員会を行いました。こ

の日は２９人の委員が出席しました。また、大学生サポーター５人が参加しました。 

 

１ 市内見学（８月１日）について 

当日の集まる場所や時間、持ち物などをしおりで確認しました。確認したことはおう

ちの人と話すように約束しました。 

その後、市内見学についての９つの４択
たく

クイズに挑戦
ちょうせん

しました。前回の未来委員会の

資料
しりょう

としおりを見ながら答えを考えました。みんなで問題を

解
と

いた後、答え合わせで手を挙
あ

げて答えた結果、ほとんどの

みんなが全問
ぜんもん

正解
せいかい

でした。 

事前の勉強は終わったので、市内見学では実際
じっさい

に自分の目 

で見て感じてきましょう。 

 

２ 活動内容について 

  各グループで高校生や大学生サポーターが工夫をして、

小中学生が話しやすいように質問や声かけをしてくれまし

た。 

  高校生から小学生まで年齢が違
ちが

う中で、高校生がネット

で調
しら

べた情報
じょうほう

を小中学生に見せながら話を進
すす

めるグルー

プもありました。また、仲良
な か よ

くなるために、あだ名
な

で自己
じ こ

紹介
しょうかい

をして、お互
たが

いの名前を呼
よ

びやすくする工夫
く ふ う

もありました。打
う

ち水
みず

活動に取り組む

グループでは、ペットボトルを使って楽しく打
う

ち水
みず

ができる方法を試
ため

していました。 

  話し合いの中で、「市役所の担当課の人に直接聞きたい」「市の取り組みをもっと知り

たい」という意見が出てきたので、８月の未来委員会では担当課
たんとうか

の人に来てもらって話

を聞く予定です。 

みんなで意見を出し合うと、考えや思いが

違
ちが

うこともあって、自分の意見を言ったり、ア

ドバイスをしたりして、熱心
ねっしん

に話し合う場面

もありました。いろいろな意見を言ったり聞

いたりする良い話し合いができています。そ

れぞれ違
ちが

う気持ちはありますが、出てきた意

見を大切にして、みんなで考えていきましょ

う。 



 (第１１期) まつもと子ども未来委員会市内見学の報告 

 

８月１日（金）に、市内見学をしました。この日は、２９人の委員、４人の大学生サポ

ーターが参加しました。 

 

１ 市内見学のスケジュール 

２ 上高地見学 

朝から天気が良く、山並みに青空が映える中、バスに乗って上高地へ行ってきました。

上高地に行くバスの中では、いくつのトンネルを通ったかクイズが行われましたが、あ

まりにもトンネルが多くて、「１０個以上トンネルあったよ」と話していました。 

 

 ⑴ 自然
し ぜ ん

公園
こうえん

財団
ざいだん

 高山所長のお話 

   高山所長より、上高地を管理
か ん り

して

いる自然
し ぜ ん

公園
こうえん

財団
ざいだん

のお仕事につい

て話を聞きました。昔はゴミだらけ

だった上高地ですが、地元の人の協

力で、今は観光地としてきれいな上

高地が保
たも

たれているという現状
げんじょう

に

ついて聞きました。 

   また、上高地の５つのルール（採
と

らない、与
あた

えない、捨
す

てない、持ち

込まない、踏
ふ

み込まない）＋２（乗

り入れない、飛ばさない）の説明を聞きました。 

野
や

生動物
せいどうぶつ

についてもお話していただきました。上高地は、人がいるところに熊
くま

や猿
さる

が出てくることもあり、「野生
や せ い

動物
どうぶつ

にエサの味を覚えさせないで！エサをあげないこ

とで野生動物は自然にある食べ物で生きていくことができる」という話もありました。 

８：３０ 集合 

 風穴
ふうけつ

の里（トイレ休憩
きゅうけい

） 

１０：２０～ 

１４：００ 

 

上高地散策
さんさく

 

バスターミナル（所長さんのお話） → 田代
た し ろ

橋
ばし

 →  

ウェストン碑
ひ

 → 昼食 → 河童
か っ ぱ

橋
ばし

 → ビジターセンター 

１４：４５ ～ 

１５：３５ 

風穴の里 

稲核
いねこき

風穴見学 

１６：４５ ～ 

１７：３０ 

松本城公園  

打ち水大作戦 



 ⑵ ゴミ拾い 

   自然公園財団の高山所長より、「歩いているときにもしよか

ったらゴミ拾いにご協力ください」との話があり、やってみた

い子は、ごみ袋をもらい、ごみ拾いをしながら歩きました。 

自然公園財団の方が常に行っている活動で、上高地はほと

んどゴミがない状態でした。靴底
くつぞこ

のはがれたもの、靴下
くつした

、お菓

子などが落ちていて、こんなものが落ちていると報告してく

れる子もいました。 

足元に注目していたので、いろいろな虫や猿
さる

の糞
ふん

を見るこ

ともできました。 

 

 ⑶ 梓川 

 青く透
す

き通
とお

った水が流

れている梓川。梓川の

両岸
りょうがん

を歩き、きれいな

風景
ふうけい

を見てきました。「川

の水を触
さわ

りたい」と希望
き ぼ う

が

出たので、歩いている途中

で河原
か わ ら

に下りて、川の水に

触
ふ

れてみました。 

梓川の河川敷
かせんしき

は白っぽ

く見える石が多く、天気が

良かったため、太陽の照
て

り

返
かえ

しがすごい 状 況
じょうきょう

でし

た。しかし、川の水は冷た

くて気持ちよかったです。

水はとってもきれいでし

たが、川の石は赤くぬるぬ

るしていて、ぬるぬるすると言いながら触
さわ

っていました。 

   大きな川に来るとやりたくなる石を投げての水切り。ここでも楽しそうに始める姿

がありました。 

 ⑷ 河童
か っ ぱ

橋
ばし

 

   上高地といえば河童
か っ ぱ

橋
ばし

。「河童橋ってどこ？」と聞いてくる子がたくさんいました。

実際
じっさい

に河童橋に行っての感想は「人が多いね」「吊
つ

り橋で思った以上に揺
ゆ

れる」でした。

写真で見たことのある河童橋と、実際に歩いて渡
わた

った河童橋は違
ちが

っていたようです。

河童橋につく頃は、雲が増えてしまい、河童橋から山が見にくい状 況
じょうきょう

でした。 



 ⑸ 清水
し み ず

川
がわ

 

   河童
か っ ぱ

橋
ばし

よりビジターセンター側に、梓川に流れ込んでいる清水
し み ず

川
がわ

。湧
わ

き出した地下

水がそのまま川となり流れています。この川の水が本当に冷たい。少し手を水につけ

ただけでもキンキンに冷え、気持ちよい。というよりも痛
いた

いく

らい冷たい。何秒間、川の水に手をつけていられるかゲームが

始まりました。１０秒でかなりきつい冷たさでしたが、３０秒

間挑戦している子もいました。 

 水が本当にきれいで、写真を撮っている子もたくさんいま

した。 

 川の脇
わき

にトリカブトが生えていて、「トリカブトだよ」と教

えてもらうと、「毒
どく

だ！」と言いながら写真を撮
と

っていました。 

 

 ⑹ ビジターセンター 

   上高地の写真が飾ってあり、今回見ることができなかったきれいな風景の写真をじ

ーっと見る姿がありました。風景を見ながら歩いてきたので、季節によって変わる山

の姿を写真で見ていました。 

 ⑺ 山の日の碑
ひ

「山と共に」 

   山の日制定
せいてい

の記念に上高地に作られた「山と共

に」の碑
ひ

。 

案内をしてくれた高山所長がこの碑
ひ

の設置
せ っ ち

に関

わり作ったという話を聞き、みんなで記念撮影。 

    

 

３ 風穴
ふうけつ

の里 稲核
いねこき

風穴
ふうけつ

 

   安曇
あ ず み

地区の「稲核
いねこき

風穴
ふうけつ

」。風穴の里から歩いて稲核風穴へ。ここは野
の

麦
むぎ

峠
とうげ

への昔から

ある道になります。木陰
こ か げ

を歩きましたが、暑い。 

 風穴の里の入口で、稲核生産組合の川上さんのお話を聞きま

した。地域に根
ね

ざ

した場所である

こと、養蚕
ようさん

の卵の

保存がされてい

たこと、食材の保

存庫であること、

昔から利用され

てきて、集落の中

にも点在
てんざい

していることなどを聞きました。 



 話を聞いた後、実際に風穴の中へ。入った瞬間
しゅんかん

、子どもたちの想像
そうぞう

を超
こ

えた涼
すず

しさを感

じ、「これクーラーが利
き

いてるの？」という子もいました。 

  この日は本当に暑かったので、自然の涼
すず

しさに触
ふ

れ、大興奮
こうふん

。「すごいね」と言いなが

ら体感
たいかん

していました。「こんなところがあるなんて知らなかった。おうちの人に教えてあ

げたい」と口々に話をしていました。 

 

４ 打
う

ち水大作戦 

「湧
わ

き水、井戸水」のグループから出てきた案
あん

で、市

環境
かんきょう

・地域
ち い き

エネルギー課、エコネット松本主催
しゅさい

の松本

城打ち水大作戦に参加してきました。 

打ち水が楽しめるように、ペットボトルを加工
か こ う

して

水鉄砲
みずでっぽう

のようにしたり、ペットボトルのボーリングで

楽しめるように準備をしていました。 

水がたくさんまかれると、涼
すず

しくなっていくことを

体感
たいかん

でき、また小さい子連れの観光客がペットボトル

ボーリングを楽しんでやっている姿がありました。終

了後はエコネット松本の方々と片付けを最後までしっ

かりとできました。 

 

 

関わってくださった関係者、各担当課の方、ありがとうございました。 



 (第１１期) 第６回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

８月２４日（日）にあがたの森文化会館でまつもと子ども未来委員会を行いました。こ

の日は２８人の委員が出席しました。また、大学生サポーター５人が参加しました。 

 

１ 広島平和記念
き ね ん

式典
しきてん

訪問
ほうもん

の報告 

  広島平和記念
き ね ん

式典
しきてん

参加事業
じぎょう

に参加した未来委員の高校生が、現地での体験
たいけん

報告
ほうこく

をして

くれました。発表では、高校生が現地
げ ん ち

で撮影
さつえい

した写真をスクリーンに映
うつ

しながら、平和

記念
き ね ん

式典
しきてん

の様子や訪問した各施設について詳
くわ

しく紹介してくれました。高校生ならでは

の視点
し て ん

で撮影
さつえい

された写真を通
つう

じて、世界各国のメディア関係者による取材活動の様子や、

（各国の偉
えら

い人が来るので）式典会場への入場時に行われるセキュリティチェックの

状 況
じょうきょう

など視点
し て ん

の違
ちが

う報告がありました。 

現地で直接体験し、自分の目で確かめることの大切さについても話してくれました。 

 

２ 中心市街地
し が い ち

について 

  中心市街地活性
かっせい

本部
ほ ん ぶ

の奥原
おくはら

次長
じちょう

補佐
ほ さ

にお越
こ

しい

ただき、市の中心市街地計画に関するお話を伺
うかが

い

ました。こちらから事前にお送りした質問につい

ても、説明の中で詳
くわ

しく回答していただきました。

印象的だったのは、「行政
ぎょうせい

が先頭
せんとう

に立って進める

のではなく、その地域に暮
く

らす住民や地域
ち い き

組織
そ し き

、

事
じ

業者
ぎょうしゃ

の皆さんが理想のまちづくりを描き、中心

的な役割
やくわり

を持つことこそが重要
じゅうよう

である」というお話でした。 

   

３ 提言に向けて話し合い 

  話し合いを重ねる中で、各グループの取り組み内容が重複
じゅうふく

してきたため、提言
ていげん

の方向

性を整理
せ い り

し、グループを見直しました。一人ひとりが取り組みたいことを全員の前で発

表したことで、自分なりの方向性が明確になった人もいました。 

  「湧
わ

き水、打ち水」「交通」「室内公園」「居場所」の

４つのグループになりました。１１月の提言
ていげん

まであと

数回の中でのグループの再編成
さいへんせい

となりましたが、これ

までの話し合いの内容も活かしながら、自主的に学習

を進め、浮かんだアイディアや構想
こうそう

をまとめることが

できれば良いと思います。 



 (第１１期) 第７回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

９月７日（日）にあがたの森文化会館でまつもと子ども未来委員会を行いました。この

日は２５人の委員が出席しました。また、大学生サポーター４人が参加しました。 

 

提言に向けてグループごと分かれて、前回編成
へんせい

したグループで話をしました。絵を描
か

い

て自分の思いを表現したり、ほかのグループの委員に現状
げんじょう

の聞き取りをしたり、インター

ネットで気になることを調べたりと、それぞれ工夫を凝
こ

らして話を進めました。 

自分の思いをグループの友達に話をして伝える姿も多く見られました。友だちのアイデ

ィアを聞く中で、聞き手の新しい考えが加わり、新しいものが生まれていくなど、みんな

で楽しみながら、意見を交換
こうかん

する姿がありました。一人では気づけなかったことを、周り

との話し合いの中で気付き合う様子も見られました。 

みんなの意見を踏
ふ

まえて資料
しりょう

作りも始めました。調べたり話し合ったりしながら、自分

たちの思いをスライドにまとめて始めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループテーマ 話し合った内容 

居場所 自分たちの行きやすい場所（利用しやすい場所）について 

自動運転バス 欲
ほ

しい路線
ろ せ ん

は？ 

観光客向けについて、案内するならどんなこと？ 

室内公園 どんな遊具が欲しいか 

具体的に絵をかきました。 

水、湧
わ

き水、打ち水 今まで実践
じっせん

したことや、調べたことをまとめました。 

ネットの情報が少ないからどうすればいいか 

 



 (第１１期) 第８回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

９月２８日（日）にあがたの森文化会館でまつもと子ども未来委員会を行いました。こ

の日は２９人の委員が出席しました。また、大学生サポーター５人が参加しました。 

 

１ 子どもの権利と平和について 

  今年の市民フォーラムのテーマ「過去
か こ

から未来へ ～平和が紡
つむ

ぐ子

どもの権利フォーラム」に合わせて、大きな鶴
つる

を作るため、和紙
わ し

にみ

んなで平和への思いを書きました。平和や子どもの権利について、言

葉や絵など思いつくものを自由に書いていました。「平和って何？」と

友だちと話をしながら書いたので、平和について考えるよい機会
き か い

になりました。 

 

２ 市民フォーラムについて 

  当日の流れを説明した後、提言
ていげん

の後にどのような流れで進めるか、各グループの発表

順なども含めて、意見を出し合い、決めました。また、市民フォーラムで大会
たいかい

宣言
せんげん

を読

む人は、立候補
りっこうほ

をした「山田
や ま だ

 明文
あきふみ

」さんに決まりました。 

 

３ 各グループごと話し合い 

 

グループテーマ 話し合った内容 

居場所 発表用スライドを作成しました。 

交通 バスの中でのアナウンスを考える。松本城の豆
まめ

知識
ち し き

を入れよう 

室内公園 自分たちが欲しい遊具の絵を模造紙
も ぞ う し

にまとめました 

水、湧
わ

き水、打ち水 作ってきた発表用スライドを確認し合い、当日話す内容について

考えました。 

スライドを作成する中で、「文字が多かったり、文字が小さいと見にくいので、スライ

ドの作り方を工夫しよう」などの意見を出し合う姿もありました。 

 



 (第１１期) 第９回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

１０月２８日（日）に第三地区公民館大会議室でまつもと子ども未来委員会を行いまし

た。この日は２５人の委員が出席しました。また、大学生サポーター４人が参加しました。 

 

１ 子どもの権利と平和について 

  前回に引き続き、今年の市民フォーラムのテーマ「過去
か こ

から未来へ ～平和が紡
つむ

ぐ子

どもの権利フォーラム」に合わせ、大きな鶴
つる

を作るために、和紙
わ し

にみんなで権利
け ん り

や平和

への思いを書きました。友だちと話をしながら、絵や言葉で表現すること

を楽しんでいました。 

  大きな紙に書き進める中で、最初は小さかった絵や文字もだんだんと大

きくダイナミックに描くようになっていきました。 

 

２ 市民フォーラムについて 

  フォーラムまでの今後の流れについて確認しました。集合時間の変更や当日の持ち物、

各グループの代表決めなどについて話をしました。 

 

３ 各グループ話し合い 

  １１月１６日に向けて、スライドの確認と実際に発表にかかる時間の計測
けいそく

、人が話を

していることを見たり聞いたり、人前で話す練習を課題としていましたが、多くのグル

ープが話し合いと作業に取り組みました。 

発表データを見て、「ここが同じようなことだね。」「文字が大きくなると見やすいね。」

など、意見を出し合う姿もありました。また、学校でもらった資料などを活用しながら、

グループ内で話し合いを進めていました。 

グループテーマ 話し合った内容 

居場所 スライドに入れるイラスト作成
さくせい

 

交通 バスの中での観光
かんこう

用アナウンスについて 

室内公園 スライドを見て、文字を大きくしたほうがいいところを確認 

水、湧
わ

き水、打ち水 スライドを見ながら話をして、発表にかかる時間や内容について

話し合い 

 



 (第１１期) 第１０回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

１１月９日（日）にあがたの森講堂
こうどう

でまつもと子ども未来委

員会を行いました。この日は２７人の委員が出席しました。

大学生サポーターは５人が参加しました。 

 

１ グループごとの打合
うちあわ

せ 

  １１月１６日（日）の市への提言
ていげん

まであと一週

間。グループごとに集まり、自然と打ち合わせが始

まっていました。誰
だれ

がどこを読むのかを決め、グル

ープごとにリハーサルを開始する姿がありまし

た。話し合いを自分たちで主体的
しゅたいてき

に進められるよ

うになり、本当に成長が感じられるひと時でした。 

 

２ 全体リハーサル 

  あがたの森の講堂
こうどう

のステージを使用して、本番と同じよう

にリハーサルを行いました。当日の流れを説明した上で、実

際に通しでやってみました。 

みんなマイクを持ってしっかり話をすることができまし

た。ただ、ステージに上がってみんなの前で話をするという

状 況
じょうきょう

で、緊張
きんちょう

して早口になってしまうこともありました。

当日はゆっくり話ができるといいですね。 

 リハーサルの後、よかったこと、さらに良くなる工夫、スライ

ドの文字が小さいから直したほうがよいことなど、意見を出し合

う姿がありました。 

 本番前にもう一回リハーサルがありますが、「話をする練習を

家でやろうね」と高校生から、小学生に伝える姿もありました。 

 小学生から高校生までが参加する活動だからこそ、年下の子の

不安
ふ あ ん

を取り除
のぞ

く言葉も自然に出てきていました。 

  高校生たち、本当にありがとう！！ 

１１月１６日は、今まで学んできたことを市へ伝える貴重
きちょう

な機会
き か い

です。 

みんなで協力して発表をしましょう。 



(第 1１期) まつもと子ども未来委員会 市への提言の報告 

 

１１月１６日（日）に中央公民館Ｍウイング６階ホールで「過去から未来へ～平和が紡
つむ

ぐ子どもの権利フォーラム～」が開催
かいさい

され、市への提言
ていげん

を行いました。この日は、委員 

２４人と大学生サポーター７人が参加しました。 

 

１ 全体を通して 

  会全体の一部の総合司会や、

「子どもの権利
け ん り

と平和」について

のスライドによる説明、市内見学

の発表（委員から提出された市内

見学の感想文をもとに作成）、大

会宣言や、提言
ていげん

以外にも積極的
せっきょくてき

に関わってくれました。話をする

姿は、堂々
どうどう

としていて、本当にか

っこよかったです。 

また、自分たちが住む松本の過去の出来事や平

和について学ぶこともできました。 

 

２ 提言
ていげん

の様子 

４月から全体で学んできました。８月にグルー

プに分かれて、グループごと意見を出し合いなが

ら話し合いを重ねてきました。その成果
せ い か

をスライドに

まとめ、今回、会場に来てくださった約１００人の前

で発表しました。市への提言
ていげん

という経験が初めての子

も多く、リハーサルから緊張
きんちょう

している様子が見られ

ました。本番ではそれぞれが堂々
どうどう

と発表することがで

き、温
あたた

かい拍手
はくしゅ

をいただきました。 

 

３ 提言
ていげん

と伊佐治
い さ じ

副市長
ふくしちょう

、曽根原
そ ね は ら

教育
きょういく

長
ちょう

コメント 

 副市長、教育長からお言葉をいただきました。 

 ⑴ 打ち水グループ  

ア 松本の水を知れる博物館
はくぶつかん

の新しい常設
じょうせつ

展示
て ん じ

について 

【伊佐治副市長コメント】 

今日の発表を聞いて、新しい博物館には、松本の「水」についてみんながよくわか



るような展示
て ん じ

があるといいと感じました。博物館の展示はいつも同じだけれど、入口

や空
あ

いている場所を使って、新しいことを見せる工夫もできるはずです。 

私は前に「和食展
わしょくてん

」という特別
とくべつ

な展示を見に行ったとき、松本には井戸がたくさん 

あって、近い場所でも「硬水
こうすい

」と「軟水
なんすい

」があることを初めて知りました。その展示
て ん じ

を見て、松本のことがもっと好きになり、水を大切にしたいと思いました。だから、

「知ることが大事にする気持ちにつながる」というみんなの考えに、とても賛成
さんせい

です。 

  【曽根原教育長コメント】 

地面に水をまく「打ち水」をすると、水が蒸発
じょうはつ

して地面の温度
お ん ど

が下がり、まわり

の空気もあまり暑
あつ

くならないので、涼しくなる。ふつうは水道の水を使うけれど、松

本にはたくさんのきれいな水が湧
わ

き出しているから、その水を使えるのがすごいとこ

ろだと思う。 

松本には、水があふれる特別な地形
ち け い

のひみつや、水の場所によってちがいが出る理

由、どうして飲めるほどきれいな水が出るのか、打
う

ち水のしくみなど、展示
て ん じ

できるお

話がたくさんある。これからそんな展示のアイデアを博物館にも提案
ていあん

していきたい。 

  イ 楽しみながら触れる水を使ったイベントについて 

 【伊佐治副市長コメント】 

松本のまちには井戸だけでなく、パルコがあった通りに大きな「せせらぎ（水が

流れるところ）」があります。ここは町の人たちが掃除
そ う じ

して守ってきましたが、町の

人が少なくなったりお年寄りが増えたりして、掃除が大変になってきています。そ

んな中、筑摩小学校やエクセラン高校、通信制
つうしんせい

高校の子どもたちが、デッキブラシ

で一生懸命
いっしょうけんめい

お手伝いしているのを見ました。とてもすてきなことだと思いました。

こうした活動と合わせて、みんなで気持ちよくて涼しい水のある環境
かんきょう

を作っていけ

たらいいと発表を聞いて感じました。 

【曽根原教育長コメント】 

世界では、水が少なくて取り合いになり、けんかや戦争
せんそう

が起きることもあるくら

い、水はとても大事です。そんな中で、松本には水がたくさんあふれていて、本当

にすばらしい場所だと思います。だから松本の名前に「水のまち」という意味をつ

けてもいいのではないかというくらい水がすごいです。 

 

⑵ 交通グループ 

ア 松本城から駅までの将来的な自動運転バスの運行 について 

【伊佐治副市長コメント】 

今回みんなが「自動
じ ど う

運転
うんてん

バス」について考えてくれたことに、まずお礼
れい

を言いたい 

です。自動で走るバスは、これから技術
ぎじゅつ

が進めば、きっと松本でもできるようになる

と思います。みんなが「まずは観光客向けに、松本駅から松本城まで走らせる実験を

してみたらどうか」と考えたところが、とてもよかったです。道も広いし、松本の新



しい良さとしてアピールできるかもしれません。 

また、みんなは「信州大学へ行く学生さんが朝とても多いから、その方面のバスも 

増
ふ

やしたほうがいい」と言っていましたが、これもよく見ているなと思いました。朝

は学生が長い行列になっていて、みんな大変そうなので、もっとスムーズに乗れる仕

組みがあればいいなと私も思っていました。松本城へのルートの次に大事な場所とし

て、信
しん

大方面
だいほうめん

を考えたのは、とてもすばらしい考えです。 

【曽根原教育長コメント】 

 とても便利な未来の社会では、自動で走るバスが使われるようになります。今、い

ろいろな会社がその技術を一生懸命作っていて、近い未来にはきっと実現すると思っ

ています。 

イ ＡＩを活用した観光客向け放送
ほうそう

導入
どうにゅう

 について 

【伊佐治副市長コメント】 

ＡＩを使って昔の有名な人の声をよみがえらせる、という考えは今まであまり思い

つかなかったけれど、とてもよいアイデアだと思いました。 

【曽根原教育長コメント】 

昔の人物の声をＡＩで作るという考えは、私も思いついたことがなかったけれど、と

てもおもしろいと思いました。ＡＩは恐 竜
きょうりゅう

の声も体のつくりから予想
よ そ う

して作れるの

で、人の声を再現するのもワクワクします。それから「抜け穴の伝説
でんせつ

」のように、場所

の秘密
ひ み つ

や歴史
れ き し

を先に知っていると、観光に行ったときに「もっとよく見たい！」という

気持ちになります。何も知らないで行くと、ただ見て終わってしまいますが、知ってい

ると心に残る観光ができるという話です。 

 

⑶ 室内公園 

ア 夏でも思いっきり体を動かして遊べる室内公園を作ってほしい 

【伊佐治副市長コメント】 

市長に手紙を送れるしくみがありますが、そこにも「雨の日でも暑い日でも遊べ 

る場所がほしい」という子どもたちの声がたくさん届いています。長野市には「なが

ノビ」という、科学館
かがくかん

をリフォームして作った、思いっきり遊べる遊具がたくさんあ

る施設があります。それを見に行って、松本にもこんな楽しい場所があったらいいな

と強く思いました。 

イ 室内にある公園で、冷房
れいぼう

があって夏でも涼しい公園がほしい、家から行きやすい 

公園が欲しい、アルプス公園は楽しいが松本駅から歩くと一時間かかり、あまり遊び

に行けない 

【伊佐治副市長コメント】 

松本市では、子どもたちが家の近くで遊べる場所がほしいという声があります。 

児童館や児童センターはありますが、ほとんどが学童
がくどう

（放課後に子どもを預かる 



場所）でいっぱいで、学童に行かない子どもが気軽に遊べる場所はほとんどありませ

ん。市はこれまでそのままにしてきたことを子どもたちにおわびしたいと思っていま

す。だから、市長も「みんなが遊べる場所をつくりたい」と言っていて、みんなの意

見を大切にして、具体的に提案
ていあん

していきたいと考えています。 

  【曽根原教育長コメント】 

教育委員会として、みんなが使える場所でどんなことができるか、これから一緒に

考えていきたいと思っています。 

ウ こんな公園があればいい「水の城
しろ

」。 

【伊佐治副市長コメント】 

公園で「こんな遊びがあったらいいな」という話の中で、「水の城」というアイデ

アがありました。これは松本の水のすてきなところともつながるので、実際に作れた

らいいと思っています。 

 

⑷ 居場所 

ア 自分の家以外で友だち同士で集まる場所がほしい 

「話せる部屋」と「静かにする部屋」を区別する 

【伊佐治副市長コメント】 

未来委員会から「若い人が集まれる場所をもっと作ってほしい」という意見をもら

って、少しずつ増やしています。たとえばＭウイングの２階には、勉強できる場所や、

グループで学べる場所、気軽に話せる場所などを工夫して作りました。でも今は少し

狭
せま

いので、みんなの声を聞きながら、他の場所でもいろいろなスタイルで楽しめる居

場所を増やしていきたいと思っています。若者が集まれる場所のことは、未来委員会

や若い人たちと一緒に考えて作っていきたいです。 

イ あがたの森でエアコンが設置できなくてもポータブルクーラーを導入してほしい

  【曽根原教育長コメント】 

あがたの森は大事な文化
ぶ ん か

財
ざい

なので、簡単に建物を変えたりできません。エアコン 

をつけたいと思っても、国の許可
き ょ か

が必要で簡単にはできません。持ち運びできる小さ

なクーラーならすぐに使えるので、そういう方法を考えたいと思っています。 

ウ あがたの森文化会館では受付が別のところで必要なのでタブレットやＱＲコード 

を使ってかんたんに受付できるようにしたい 

【曽根原教育長コメント】 

受付の手続きが、今はわざわざ行かないとできないのは面倒ですよね。みんなから

意見をもらったので、どうやったら便利にできるかをこれから考えていきたいと思い

ます。 



 (第１１期) 第１１回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

１２月１４日（日）にあがたの森２－８会議室でまつもと子ども未来委員会を行いまし

た。この日は２２人の委員が出席しました。大学生サポーターは５人が参加しました。 

 

１ 市への提言
ていげん

振
ふ

り返り 

  最初に、１１月１６日に伊佐治
い さ じ

副市長、曽根原
そ ね は ら

教育長から

いただいたコメントと、提言
ていげん

に対して担当課からの回答を

読みました。続いて、グループごとに提言
ていげん

してみて良かった

ことと反省点を出し合いなが

ら、４月から実践
じっせん

してきたことを振
ふ

り返りました。 

感想
かんそう

としては、「改
あらた

めて知ることがあった」「市で行ってい

ることが分かった」「課題を見つけて

アイディアを考えることができた」

「自分事として意見を伝えられた」

など、改めて市のことを知ることができたことが、今回の成果
せ い か

だったと感じます。 

提言
ていげん

など取りまとめをしてくれた高校生たち、本当に頑張っ

てくれました。 

 

２ 来年度やりたいこと 

  ４月からの学んできたことを提言
ていげん

し、提言
ていげん

に対
たい

す

る回答を受け、次期未来委員会でやってみたいこと

について意見を出し合いました。 

  今年度の上高地に行った経験から、乗鞍や美ヶ原

にも行ってみたいという意見が出ました。また、博

物館からの提案
ていあん

があった展示
て ん じ

の作成
さくせい

や観光、環境
かんきょう

問題
もんだい

について学びたいという意見も出

てきました。今感じている思いを次期に生
い

かせるといいですね。 

 

３ 終 了 式
しゅうりょうしき

について 

  今期
こ ん き

の未来委員会は２月１５日と３月８日の２回となります。終了式を自分たちで

企画
き か く

して行います。お楽しみとして、昨年から楽しんでいる「地域王」をやりたいとい

う意見が多く寄せられました。終了式後やるお楽しみでみんなで楽しめるといいですね。 



 (第１１期) 第１２回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

２月１５日（日）にあがたの森講堂
こうどう

ホールでまつもと子ども未来委員会を行いました。

この日は２４人の委員が出席しました。大学生サポーターは３人参加しました。また、未

来委員会の０Ｂ・０Ｇ５人が来てくれ、交流をしながら一緒に話し合いに参加しました。 

 

１ 終了式について 

  今年度最後の未来委員会（３月８日）に行われる「修 了
しゅうりょう

式
しき

」を企画
き か く

しました。「司会」「ＢＧＭ」「会場」「お楽しみ」

のグループに分かれ、話を進めました。 

一つの会を作り上げるため、調査と称
しょう

して、「ＢＧＭ」

グループが好きな曲を他のグループの委員に聞いて歩くな

ど、自分たちで考え動く姿が見られました。また、「ＢＧＭ」

グループの動きを見て、「司会」グループが、マイクで全体

に、「修 了
しゅうりょう

証書
しょうしょ

をもらう時間よりも、せっかくなので、み

んなで楽しむ時間を多くしたいのですが、意見はあります

か？」と問
と

いかけたことで、それぞれの意見を出し合い、

調整
ちょうせい

して自分たちの会を作っていく姿が見られました。み

んなで考えて企画
き か く

することができました。 

  ３月８日は素敵
す て き

な会になるといいですね。 

 

２ 提言について 

 松本市立博物館
はくぶつかん

では、打ち水グループの提言
ていげん

を受けて、博物館
はくぶつかん

の学芸員
がくげいいん

が展示物
てんじぶつ

を作成
さくせい

してくれました。提言
ていげん

に当日伊佐治
い さ じ

副市長が話をしてくれていた松本の水の「軟水
なんすい

・硬水
こうすい

」

を示したものもあります。なぜ湧
わ

き水・井戸水が多いかも展示
て ん じ

されています。 

メールでお知らせしてあったので、すでに見に行った委員もいました。 

 

 

 

 



 (第１１期) 第１３回まつもと子ども未来委員会の報告  

 

３月８日（日）にあがたの森２－８会議室でまつもと子ども未来委員会を行いました。 

第１１期最後の未来委員会として、終 了 式
しゅうりょうしき

を行いました。インフルエンザの影響
えいきょう

で欠

席者が多くなりましたが、委員２２人、大学生サポーター２人、０Ｂ・０Ｇ３人が参加し

ました。会場やＢＧＭなどは自分たちで準備し、好きな曲が流れる中で終了式が始まりま

した。 

 

１ 終了証授与 

終 了 証
しゅうりょうしょう

はこども育成課長
かちょう

が代表者３名に

授与
じ ゅ よ

しました。その後、課長は一年間活動してきた

委員に向けて「今年度のスローガンにもあるよう

に、松本市をもっと好きになるように一緒に考え

ていきましょう。一年間、お疲
つか

れさまでした」と話

しました。 

 

２ おたのしみ 

  終了式のおたのしみは、レクリエーション

係が進行し、小学生・中学生・高校生・ＯＢ・

ＯＧの５グループに分かれました。まず、

「知域
ち い き

王
おう

～松本版～」の遊び方の説明を聞き、

グループごと遊び始めました。 

小学生はじっくり考えて、取るカードを選
えら

んでい

ました。中学生は、友だちの残りカードを見ながら、

得点が高くなるカードを選んでいました。高校生は、

高得点
こうとくてん

を狙
ねら

って、相手の様子を探
さぐ

りながら対戦して

いました。年齢ごとに分けて遊ぶことで、それぞれの

特徴
とくちょう

が出る遊び方を楽しんでいました。高校生に

は、ＯＢ・ＯＧも混
ま

ざり、より高度
こ う ど

な作戦
さくせん

を練
ね

り、楽

しむ姿も見られました。 

  今回のおたのしみは「ゆっくりみんなで楽しみたい」という希望があり、十分に時間

をとって、遊ぶことができました。 

これまでもまつもと子ども未来委員会で「地域
ち い き

王
おう

」を楽しんできたので、今回松本青年

会議所が「地域
ち い き

王
おう

」１１セットを寄贈
き ぞ う

してくれました。ありがとうございます。 

 



 

３ 高校３年生、大学生サポーターからひと言 

  ３月に高校を卒業する３年生２人と大学生サポーター２人から話をしてもらいました。

活動期間は１～２年間でしたが、各グル

ープの中心となって、小中学生の意見を

取りまとめ、データを作成するなど

積極的
せっきょくてき

に活動してくれました。 

「未来委員会に出会って、人生が変わ

りました」「いつのまにかここが居場所

になっていました。」という感想はそれ

ぞれですが、３年生２人は皆勤
かいきん

で参加し

てくれていました。これからも新しい舞台
ぶ た い

での活躍
かつやく

を応援
おうえん

したいと思います。 

  大学生サポーターの皆様には、本当にお世話になりました。 

「話し合いで困
こま

ったときに助けてくれた」「困っているときに一緒に考えてくれた」「別

の視点
し て ん

からの意見や考えを言ってくれた」など、委員の皆さんから「大学生サポーターが

いてくれて良かった」という声が多数ありました。 

  大学生サポーターからは「来年も未来委員会に参加するので、一緒に活動しましょう」

との話がありました。 

 

ポーズは第１１期の「１１」を表現しています。 

個性が出たポーズになっています。 

元気いっぱい表現してくれた人もいました。 
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自動運転バスの可能性
今後も続く運転手不足の突破口として

松本子ども未来委員会

交通グループ

36



近年の地方公共交通の現状

少子高齢化

37

この課題を調べようと思った理由

運転手不足

人口減少

新しい松本のシンボル

自動運転
バス

38

しかし、現状は…

自動運転の実現

実用化
❌

ルートを考える

39

自動運転バスのルート (観光客向け)

・松本の代表的な観光地
・宣伝しやすい

40

案内放送 AI

歴史上の人物の
声を再現

松本の
宣伝塔に

AIの可能性

41

内容 （往路）

・松本城の城主、歴史
背景などの知識

・松本城の諸伝説
・市川量造など、松本城に
関わった人の話

松本城の良さを
引き出す

42



内容 (復路) 

・子供の考える、松本のおすすめスポット

委員会では…

かつ玄、クレープ工房、ツルヤ etc…

43

目指すものは…

バスの自動放送を通じて、観光客
に松本を身近に感じてもらうこと

44

・放送の例 (抜け穴伝説)

・松本城には、天守と城外を結ぶ抜け穴の
伝説があります。

天守1階で見ることができますので、ぜひ
ご覧ください。

45

将来像

自動運転バスの
実証実験

また、生活路線の本数を拡充する

市街地を循環
するバス

46

提言

・松本城から駅までの将来的な
自動運転バス運行

・AIを活用した観光客向け放送導入

47

ご清聴ありがとうございました！

https://www.ieyasu.co/media/legal-reforms-in-motor-vehicle-driving-operations/

出典 打倒ファースト
48
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未来委員アンケート 

 

 

 

松本への興味・関心  
  初回（％） 最終回（％） 

ある 55.0  73.0  

少しある 45.0  27.0  

あまりない 3.0  0.0  

ない 3.0  0.0  

合 計 100.0  100.0  

 

人前で意見を言うことを恥ずかしいと思う

か 

  初回（％） 最終回（％） 

思う 31.0  22.0  

ときどき思う 33.0  50.0  

あまり思わない 36.0  14.0  

思わない 0.0  14.0  

合  計 100.0  100.0  

 

自分の言いたいことを言えないことがあ

るか 

  初回（％） 最終回（％） 

よくある 9.0  0.0  

時々ある 58.0  72.0  

あまりない 21.0  14.0  

ない 12.0  14.0  

無回答 0.0  0.0  

合  計 100.0  100.0  

 

委員会の感想   

  初回（％） 最終回（％） 

楽しかった ８２.０  ７３.０  

まあまあ楽しかった １８.０  ２７.０  

あまり楽しくなかった ０.０  ０.０  

楽しくなかった ０.０  ０.０  

合 計 100.0  100.0  
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家庭で自分の意見を言うことがあるか 

  初回（％） 最終回（％） 

よくある 52.0  59.0  

時々ある 30.0  27.0  

あまりない 18.0  14.0  

ない 0.0  0.0  

無回答 0.0  0.0  

合  計 100.0  100.0  

 

学校で自分の意見を言うことがあるか 

  初回（％） 最終回（％） 

よくある 33.0  32.0  

時々ある 33.0  27.0  

あまりない 28.0  23.0  

ない 6.0  18.0  

無回答 0.0  0.0  

合  計 100.0  100.0  

 

地区で自分の意見を言うことがあるか 

  初回（％） 最終回（％） 

よくある 10.0  9.0  

時々ある 24.0  41.0  

あまりない 42.0  27.0  

ない 24.0  23.0  

無回答 0.0  0.0  

合  計 100.0  100.0  

 

要望・感想 

・市への提言が緊張感があり、楽しかったです。 

・学年も学校も違う様々な人と話せて、人によってこんなにも考えていることが違うんだなと感じるこ

とができました。松本についても知らなかったことを自分たちで追求でき、充実した時間でした。 

・各グループの話し合いでは、それぞれの色んな意見を出し合えて楽しかったです。 

・市内見学で松本で行ったことのない上高地に行けて新鮮でした。ですが、自分の意見がうまく通らず悔

しい思いをしたため、来年こそは提言できたらいいなと思います。 

・いろいろな学年 学校の人と協力しながら、進めていくことが楽しかった。 

・小中高生から見た松本市の課題とその解決方法を自分達が主体となって考えていくのが楽しかった。

松本市の少子高齢化が徐々に大きくなっているので、大人達に任せすぎず子供達でも考える機会があ

り良かったと思った。 
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保護者アンケート 

日程について     

  人数 割合(%) 

現状で良い 15 78.9 

日曜日の午前が良い 2 10.5 

土曜日の午前が良い 1 5.3 

土曜日の午後が良い 1 5.3 

いつでも良い 0 0 

その他 0 0 

合  計 19 100 

 

 

回数について     

  人数 割合(%) 

現状で良い 17 89.4 

増やした方が良い 1 5.3 

減らした方が良い 1 5.3 

合  計 19 100 

 

 

開催場所について     

  人数 割合(%) 

現状で良い 16 84.2 

他の場所が良い 3 15.8 

その他 0 0 

合  計 19 100 
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子どもに変化があったか     

  人数 割合(%) 

あった 13 68.4 

特になかった 6 31.6 

合 計 19 100 

 

 

 

 

変化の内容（複数回答）     

  人数 割合(%) 

松本に興味・関心を持つよう

になった 
12 36.4 

人前で発言することに慣れた 9 27.3 

学校行事等に積極的・自発的

になった 
3 9.1 

家庭での会話が増えた 3 9.1 

無回答 6 18.2 

合計 33 100.0 
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まつもと子ども未来委員会のマークに子どもたちが込めた思い 

① 松本を大切にしたい（手の中に松本市） 

② 笑顔でいっぱいにしたい 

③ 松本の自然（山・太陽）を描きました 


